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茨城県の３R推進に向けた取組
茨城県 県民生活環境部 資源循環推進課



茨城県の3R推進に向けた取組

食品ロス削減

■ 商品の「てまえどり」の推進（消費期限の近い商品から購入する消費行動の推進）

■ 「いばらき食べきり協力店」の募集（事業者の主体的な取組促進）

■ 「いばらきフードロス削減プロジェクト」の推進

■ 食品ロス削減に関する学習教材の活用促進（学習教材を作成・ＨＰ発信）

■ 庁内連絡会議の設置、関係者間の意見交換（関連企業・団体との意見交換）

■ フードドライブの実施（企業やNPO法人と連携）
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プラスチックごみ削減

■ ペットボトルの水平リサイクルの推進（㈱サントリーと協定を締結）

■ 「プラスチック・スマート」キャンペーンの実施（のぼりを配布し活動呼びかけ）

■ 茨城県限定のマイバスケット販売（イオンリテール㈱と連携：R5.6販売終了）

■ 市町村との勉強会を実施（市や事業者の先進的な取組を共有、課題・対応を検討）



■ 商品を賞味期限や消費期限が近い手前からとる「てまえどり」について、令和３年度から
コンビニチェーンと連携して推進。

■ 多くの消費者の目に触れ、商品の購入のみならず家庭での食品ロス削減の意識啓発への
波及も期待。

■ 令和５年度は、協力店舗を拡大して実施。
デザインを県ホームページに掲載し、自由に使用可能。

＜経 緯＞

■ 実施期間： 令和5年10月の食品ロス削減月間から（令和6年10月も実施予定）

■ 実施場所： 県内コンビニ・スーパー等 1,748店舗

■ 協力企業： セブンイレブン、ファミリーマート、ローソン、
                      カスミ、セイブ、イトーヨーカドー、ウエルシア薬局、
                      ヨークベニマル、ミニストップ、セイコーマート、タイヨー

＜取組概要＞

商品を手前から取る「てまえどり」の推進



■対 象： 飲食店や宿泊施設等

■取組内容： メニューの工夫やもちかえり容器の常備など

食品ロス削減に関する事業者の主体的な取組
                  を促進

■協力店舗： 165店舗（令和6年8月現在）

（飲食店 … 147店舗、宿泊施設 …13店舗、
その他 … 5店舗）

■連携協力： 水戸市、日立市が実施する

「食べきり協力店制度」と連携

＜取組概要＞

「いばらき食べきり協力店」の募集

（1）客への普及啓発活動（3010運動※の掲示など）

（2）メニューの工夫（小盛メニューなど）

（3）残した料理の持ち帰り（持ち帰り容器の常備など）

（4）その他、食材のロスや食べ残しを削減する工夫

「いばらき食べきり協力店」の取組

※「3010運動」とは…宴会時の食べ残しを減らすため,
最初の「30分間」と終了前「10分間」は,自分の席で料理を
楽しみましょうと呼びかけて食品ロスを削減すること。
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＜茨城県庁の取組＞

茨城県とサントリーは
水平リサイクルの普及啓発と実施
に関する協定を締結(令和３年７月２８日)

右：サントリーMONOZUKURIエキスパート(株) 小嶋 代表取締役社長（当時）
左：大井川 茨城県知事

県庁舎から排出する
使用済ボトルの

水平リサイクル開始
(令和４年４月から)

＜市町村の取組：20市町村＞
(うち、サントリー15市町村）

土浦市 龍ケ崎市 下妻市 笠間市 常総市

取手市 つくば市 鹿嶋市 潮来市 守谷市

稲敷市 神栖市 行方市 鉾田市

つくばみらい市 城里町 大子町 美浦村

河内町 利根町

で回収した使用済みボトルの

水平リサイクルを実施

(令和６年4月現在)

使用済ボトル から新しいボトルを作る

ペットボトルの水平リサイクル
を推進しています

P E T樹脂へ再生 粉砕・洗浄・除染

分別

選別・圧縮

ペットボトル

プリフォーム

商品 リサイクルボックス
へ

収集運搬

回収・保管
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